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我
が
富
者
階
級
よ
り
も
下
僚
階
級
の
上
に
負
澹
大
と
な
る
の
傾
向
存
す
る
は
疑
の
容
れ
難
き
所
に
し
て
、
此
の
負
澹
を
回
避
せ
ん
と
す
れ
ば
課
税
せ
ら
れ
た
る
商
品
の
滑
費
を
断
念
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
べ
く
、
、
是
下
盾
階
級
に
取
っ
て
大
な
る
苦
痛
で
あ
る
。
治
虫
税
の
檜
微
行
は
る
ゝ
時
は
賃
銭
が
引
上
け
ら
れ
、
下
原
階
級
も
滑
費
我
の
極
嫁
を
行
ひ
得
る
こ
と
は
理
論
上
考
へ
ら
る
ゝ
所
で
あ
る
が
果
し
て
斯
く
の
如
き
時
嫁
に
成
功
す
る
や
、
又
如
何
な
る
範
囲
に
成
功
す
る
や
は
立
詮
し
得
ざ
る
所
で
あ
る
。
滑
蟹
税
改
造
論
の
一
考
雛
八
一
ニ
商
業
と
経
済
八
四
以
上
の
如
き
根
燦
よ
り
し
て
消
畳
税
底
止
の
主
張
は
一
般
に
行
は
る
h
所
で
あ
る
。
乍
然
、
勿
論
富
硲
な
る
図
家
と
雄
、
所
得
税
の
み
を
以
て
膨
大
な
る
経
設
を
支
椛
附
す
る
み
}
得
手
、
E
額
の
財
源
を
治
設
税
に
仰
ぎ
つ
』
あ
る
の
質
的
に
在
る
。
本
稿
は
右
と
別
個
の
見
地
よ
h
り
す
る
消
費
税
揚
棄
の
主
張
を
検
討
せ
ん
と
す
る
も
の
で
も
る
。
思
ふ
に
若
干
の
租
税
は
経
湾
生
活
に
作
用
を
及
除
す
こ
と
大
で
あ
る
。
此
の
作
用
は
多
く
租
税
の
時
嫁
な
る
現
象
を
活
。
て
行
は
L
1
3
0
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・
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今
日
の
如
、
品
川
、
租
税
制
度
の
下
に
於
て
は
租
税
の
作
用
守
受
け
て
竣
化
修
正
せ
ら
れ
ざ
る
債
格
、
所
得
は
存
在
せ
?
と
云
ふ
守
得
る
。
此
虎
に
反
経
済
的
な
る
作
用
も
生
守
る
が
故
に
経
済
攻
策
的
顧
慮
の
必
要
生
じ
、
租
税
制
度
別
ち
間
接
消
費
税
に
必
然
存
在
す
べ
き
時
嫁
現
象
の
及
阪
す
所
の
害
悪
を
正
し
く
構
成
せ
ん
と
の
要
求
が
起
る
。
に
顧
み
て
、
間
接
消
費
税
問
変
革
の
主
張
が
理
論
上
の
邸
結
と
な
る
。
第
::d:. 
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所
得
の
類
型
と
段
階
l
l現
代
租
税
制
度
の
複
雑
性
祖
机
仰
の
獲
得
せ
ら
る
』
所
の
経
済
的
源
泉
は
所
得
の
み
に
止
ま
ら
な
い
。
経
済
生
活
に
於
て
は
所
得
形
成
と
共
に
、
而
し
て
一
部
は
所
得
形
成
冶
通
じ
て
、
絶
え
宇
資
本
形
成
が
行
は
れ
る
。
斯
し
て
「
所
得
」
と
「
資
本
」
と
が
租
税
牧
入
の
基
く
二
個
の
・
支
桂
た
る
こ
と
は
一
般
に
認
め
ら
る
h
所
で
あ
る
。
租
税
の
源
泉
大
る
所
得
に
局
す
る
も
の
は
「
経
済
的
持
働
」
よ
り
生
す
る
所
得
の
み
な
ら
や
ノ
、
私
有
財
産
よ
り
経
常
的
に
生
守
る
所
得
が
在
る
。
此
等
の
所
得
は
夏
に
精
細
に
観
祭
す
る
時
は
三
種
の
類
別
を
後
見
す
る
。
経
湾
過
程
に
於
て
商
品
の
債
格
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
先
づ
第
一
の
、
而
し
て
主
た
る
所
得
の
範
障
は
経
瀦
的
弊
働
給
付
よ
り
生
守
る
所
得
で
あ
る
。
賃
銀
、
俸
給
は
債
裕
計
算
に
於
て
費
用
と
な
る
。
此
の
所
得
は
図
民
姑
資
本
を
措
く
時
は
債
格
形
成
の
総
べ
て
の
行
匁
は
結
極
に
於
て
所
得
形
成
の
行
錯
で
あ
り
、
所
得
形
成
の
行
鴛
は
債
花
形
成
の
行
鍔
で
あ
る
。
債
格
と
し
て
形
成
せ
ら
れ
、
所
得
が
支
抑
は
れ
た
る
瞬
間
に
於
て
、
此
の
二
つ
の
流
れ
は
相
別
離
し
、
各
々
猫
得
の
道
在
辿
り
、
一
は
市
場
に
、
一
は
主
と
し
て
家
玖
の
中
に
入
る
。
躯
て
市
場
に
於
て
再
び
雨
者
は
溜
返
し
各
々
非
、
職
能
を
果
た
し
、
商
品
は
商
品
た
る
か
}
止
め
、
所
得
は
所
得
た
る
を
終
は
る
。
右
の
如
く
し
て
所
得
過
程
と
商
品
過
程
と
は
園
民
経
済
の
中
に
於
て
運
行
す
る
。
乍
然
、
債
格
形
成
の
要
素
と
成
ら
ざ
る
所
得
も
亦
存
す
る
。
官
吏
の
所
得
是
で
あ
る
。
官
官
人
所
得
の
根
底
に
演
は
る
所
の
も
の
は
園
家
の
給
付
で
あ
る
が
、
乍
然
、
此
の
所
得
は
経
済
に
於
け
る
債
格
形
成
要
素
と
し
て
作
用
す
る
も
の
で
は
な
い
。
由
来
、
園
家
の
給
付
は
一
般
に
版
寅
せ
ら
る
』
も
の
で
は
無
く
、
従
っ
て
債
格
を
有
せ
ざ
る
も
の
に
し
て
任
意
に
総
べ
て
の
人
に
奥
へ
ら
L
'、J
O
、1
1
廿
ナ
、
が
商
品
化
せ
ら
れ
ざ
る
事
が
新
種
給
付
の
本
質
で
あ
る
。
査
、
図
家
生
活
と
経
済
生
活
と
は
異
な
れ
る
法
則
に
服
す
る
所
の
二
個
の
生
活
面
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
官
交
の
所
得
と
経
済
上
形
成
せ
ら
れ
た
る
所
得
と
は
別
種
の
も
の
で
あ
る
。
官
交
の
所
得
は
図
家
給
付
の
販
一
員
に
因
り
て
生
ぜ
宇
し
て
、
図
民
経
済
に
於
け
る
所
得
と
資
本
と
の
課
税
に
因
り
て
生
宇
る
。
き
れ
ば
経
湾
池
程
に
於
て
形
成
せ
ら
る
λ
債
総
の
一
部
分
は
図
家
牧
入
と
消
費
税
改
詰
論
の
一
考
察
)¥ 
玉
商
業
と
経
済
入
六
是
等
俸
給
、
恩
給
、
補
助
金
の
如
、
ぎ
図
家
に
依
り
て
奥
へ
ら
る
h
所
得
方
式
は
其
源
泉
に
者
目
す
る
と
き
一
の
汲
生
的
性
質
を
有
す
な
り
、
図
家
は
此
の
牧
入
を
ば
一
部
は
物
件
費
と
し
て
、
一
部
は
俸
給
、
恩
給
、
補
助
金
と
し
て
支
出
す
る
。
る
も
の
と
な
る
。
図
家
は
其
牧
入
を
ば
経
済
よ
り
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
査
、
岡
家
は
固
よ
り
経
済
を
促
進
す
る
の
カ
を
有
す
る
も
、
経
済
の
原
則
に
従
ふ
所
の
経
済
的
管
治
物
叉
は
企
業
者
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
は
超
経
済
的
の
も
の
な
る
が
故
に
、
経
湾
は
図
家
を
支
持
す
る
に
交
換
の
法
則
に
従
・
ふ
も
の
に
非
宇
し
て
、
犠
牲
主
義
資
に
図
家
に
従
ふ
も
の
で
あ
る
。
経
湾
は
其
償
給
過
程
よ
り
一
定
部
分
を
分
割
し
、
此
の
一
定
部
分
を
無
償
に
て
犠
牲
と
し
て
図
家
に
供
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
の
提
供
せ
ら
れ
た
る
部
分
は
経
済
の
費
消
し
得
宇
、
叉
資
本
と
し
て
利
用
す
る
を
得
ぎ
る
も
の
で
あ
る
。
汲
生
的
性
質
を
有
す
る
所
得
は
官
吏
の
俸
給
、
恩
給
、
補
助
金
の
み
に
止
ま
ら
な
い
。
鰐
者
、
府
議
士
、
牧
師
等
の
如
き
精
神
労
働
者
の
所
得
も
亦
汲
生
的
性
質
を
有
す
る
。
斯
の
種
の
職
業
に
従
ふ
人
々
は
経
済
的
労
働
に
服
す
る
に
非
宇
し
て
、
経
済
に
侍
り
て
生
活
す
る
も
の
で
あ
る
。
共
他
、
家
庭
に
於
て
消
費
経
潰
的
労
働
を
管
む
僕
粋
も
亦
其
本
来
的
意
義
に
於
て
経
済
的
に
活
動
す
る
も
の
で
は
な
い
。
其
の
労
働
の
見
地
よ
り
す
れ
ば
彼
等
も
純
然
た
る
所
得
を
獲
得
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
乍
然
、
経
済
的
な
る
債
格
過
程
な
る
見
地
よ
り
す
れ
ば
汲
生
的
性
質
の
所
得
を
獲
得
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
図
家
が
所
得
に
封
し
て
課
税
を
行
ふ
に
際
し
て
は
経
済
上
根
源
的
な
る
所
得
と
汲
生
的
な
る
所
得
と
の
区
別
を
知
さ
な
い
。
従
っ
て
所
得
成
立
に
若
目
す
る
時
は
図
家
は
只
根
源
的
、
経
溶
的
な
る
所
得
又
は
資
本
に
課
税
す
る
こ
と
』
な
る
。
査
、
派
生
的
所
得
は
既
に
形
成
せ
ら
れ
た
る
所
得
又
は
資
本
の
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
経
済
的
に
見
れ
ば
汲
生
的
所
得
が
課
税
せ
ら
る
h
時
は
寅
際
上
二
重
の
員
携
を
生
じ
て
ゐ
る
理
で
あ
る
。
只
枇
合
的
に
見
る
時
、
汲
生
的
所
得
に
於
て
も
亦
溺
立
な
る
給
付
能
力
が
存
す
る
こ
と
h
な
る
。
以
上
、
根
源
的
所
得
、
汲
生
的
所
得
な
る
二
程
の
所
得
の
他
に
命
第
三
の
所
得
範
鳴
が
存
す
る
。
資
本
と
関
係
あ
る
所
得
是
で
あ
る
。
思
ふ
に
資
本
は
経
済
過
程
に
於
て
特
別
に
分
離
せ
ら
る
』
限
り
は
所
得
で
は
な
い
。
資
本
が
活
勤
し
、
一
企
業
に
於
て
利
潤
を
生
?
る
時
は
此
利
潤
は
資
本
提
供
者
に
封
し
て
利
子
又
は
配
時
間
金
と
し
て
支
排
は
れ
る。
若
し
企
業
者
が
自
己
の
企
業
に
鷲
ら
せ
ら
れ
た
る
利
潤
を
自
己
の
私
有
財
産
と
な
す
時
も
亦
同
様
に
所
得
が
成
立
す
る
。
則
ち
企
業
者
所
得
の
中
に
は
資
本
よ
り
生
宇
る
所
得
を
包
含
す
る
。
斯
く
の
如
く
殆
ん
ど
総
べ
て
の
利
潤
は
積
立
金
等
に
匝
別
せ
ら
れ
ざ
る
限
り
、
所
得
と
な
る
の
事
賓
が
存
す
る
。
是
所
得
の
第
三
の
範
時
に
し
て
持
働
よ
り
坐
宇
る
に
非
示
、
叉
他
の
所
得
よ
り
汲
生
す
る
も
の
で
も
な
い
。
買
に
資
本
な
る
溺
特
な
る
源
泉
よ
り
生
宇
る
所
得
で
あ
る
。
然
る
に
図
家
が
課
税
す
る
に
蛍
り
で
は
以
上
の
如
く
ω持
働
所
得
、
仙
波
生
的
所
得
、
助
資
本
よ
り
の
所
得
と
云
ふ
が
如
き
区
別
を
な
さ
ぷ
る
が
故
に
、
所
得
課
税
は
此
の
三
者
そ
包
含
す
る
こ
と
』
な
る
。
以
上
は
所
得
の
本
質
的
な
る
三
個
の
分
類
で
あ
る
が
、
夏
に
所
得
の
経
過
す
る
段
階
を
考
へ
や
う
。
第
一
の
段
階
消
費
税
改
建
論
の
一
考
察
八
七
商
業
と
経
済
入
入
と
し
て
所
得
の
源
泉
を
考
へ
得
る
。
謂
は
Y
所
得
の
前
方
式
(
ぐ
OHhRE)
と
し
て
現
は
れ
る
。
所
得
の
形
成
せ
ら
る
h
以
前
の
方
式
は
経
済
宣
位
(
企
業
)
の
牧
盆
(
阿
見
円
高
)
と
呼
ば
る
h
所
の
も
の
で
あ
る
。
乍
然
、
牧
盆
の
み
が
所
得
の
前
方
式
で
は
な
い
。
若
し
賃
銀
と
俸
給
と
在
其
の
源
泉
の
上
に
見
る
と
せ
ば
是
等
質
銀
、
俸
給
は
常
に
必
ホ
ノ
し
も
牧
盆
よ
り
文
梯
は
る
』
も
の
に
非
宇
し
て
企
業
資
本
よ
り
前
抑
せ
ら
る
h
事
が
あ
る
。
製
活
せ
ら
れ
た
る
商
品
が
販
頁
せ
ら
れ
宇
し
て
牧
盆
を
生
ぜ
ざ
る
事
が
あ
り
、
新
か
る
場
合
、
賃
銀
、
俸
給
等
の
所
得
は
企
業
資
本
の
中
よ
り
形
成
せ
ら
れ
る
。
殊
に
創
業
に
蛍
り
て
は
日
疋
等
所
得
は
資
本
よ
り
立
替
へ
ら
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
同
様
に
官
交
の
所
得
、
精
神
勢
働
者
の
所
得
等
の
如
き
汲
生
的
所
得
も
亦
牧
盆
よ
り
形
成
せ
ら
れ
守
、
資
本
よ
り
形
成
せ
ら
る
』
事
が
少
く
な
い
で
あ
ら
う
。
所
得
の
第
二
の
段
階
は
其
成
立
の
源
泉
よ
り
離
れ
て
家
計
に
於
け
る
溺
立
な
る
貨
常
額
と
し
て
現
は
れ
る
。
E
E
，
 
1
 
2
2
、
官
P
E
t
J
ち
源
泉
よ
り
分
離
し
て
戸
主
の
個
人
的
な
る
底
分
艇
に
師
局
し
、
末
、
た
流
通
に
関
奥
せ
ざ
る
統
一
胞
で
あ
る
。
ι
H
リ
寸
巳
」
悶
H
-
一コロ
の
如
く
企
業
の
利
潤
が
企
業
者
の
私
的
な
る
所
得
と
な
る
場
合
に
於
て
は
此
の
企
業
者
所
得
の
中
に
は
図
民
経
湾
上
資
本
と
な
る
河
き
部
分
を
包
含
す
る
。
然
る
に
資
本
と
見
ら
る
可
き
所
得
部
分
の
外
的
特
徴
の
存
す
る
こ
と
無
き
が
故
に
利
潤
の
何
慮
に
所
得
が
止
ま
り
、
何
庖
に
資
本
形
成
の
始
ま
る
や
の
限
界
を
定
む
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
宛
か
も
日
が
浸
す
る
に
常
り
て
薄
暮
と
稀
す
る
明
暗
の
混
合
体
制
を
生
宇
る
に
等
し
い
。
乍
然
、
企
業
者
所
得
の
中
に
図
民
経
済
上
資
本
と
見
ら
る
可
ま
部
分
を
匂
合
す
る
と
見
る
可
き
こ
と
は
重
要
な
る
経
渡
的
並
に
牡
合
的
必
要
で
あ
る
。
さ
れ
ば
企
業
者
の
所
得
に
針
す
る
課
税
の
中
に
は
資
本
に
針
す
る
課
税
を
含
む
こ
と
』
な
る
。
所
得
が
流
通
に
閲
奥
す
る
時
、
換
言
す
れ
ば
所
得
が
消
費
せ
ら
る
h
時
、
所
得
過
程
の
第
三
段
階
と
見
る
を
得
る
。
此
段
階
に
於
て
所
得
は
家
攻
界
よ
り
出
で
』
園
民
経
済
の
流
通
界
に
腕
る
。
此
の
第
三
段
階
に
於
て
も
資
本
は
無
関
係
で
は
な
い
。
若
し
所
得
の
消
費
が
断
念
せ
ら
る
i
時
は
所
謂
節
約
資
本
(
∞
宮
件
名
一
豆
)
が
形
成
せ
ら
れ
、
所
得
は
資
本
に
幾
化
す
る
。
以
上
所
得
過
程
の
各
々
に
針
し
て
租
税
は
課
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
則
ち
ー
、
所
得
の
前
方
式
に
封
し
て
|
|
牧
盆
税
2
、
所
得
其
も
の
に
針
し
て
|
|
所
得
税
3
、
所
得
消
費
に
封
し
て
l
l
消
費
税
以
上
三
個
の
租
税
範
障
の
内
、
牧
盆
税
は
最
も
問
題
の
多
い
租
税
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
牧
盆
は
必
宇
し
も
所
得
形
成
に
導
く
所
の
全
て
の
源
泉
を
匂
合
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
多
く
の
賃
銀
、
俸
給
は
牧
盆
殺
に
依
り
て
捕
捉
せ
ら
れ
示
、
若
し
牧
盆
税
を
ば
是
等
所
得
に
も
披
張
す
る
時
は
所
得
税
へ
の
縛
向
そ
見
る
。
牧
A
拾
を
所
得
よ
り
確
立
せ
ん
と
す
る
の
努
力
行
は
れ
、
或
は
故
金
税
を
漸
弐
下
級
行
攻
国
躍
に
委
譲
す
る
に
至
っ
た
が
、
命
所
得
の
二
重
課
税
と
し
て
の
正
鐙
を
現
は
し
、
負
捻
の
不
公
平
を
結
果
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
且
叉
前
惑
の
加
く
多
く
の
所
得
の
前
方
式
中
に
は
資
本
が
存
す
る
こ
と
に
依
り
て
複
雑
と
な
る
。
泊
費
税
改
詰
論
の
一
考
終
A. 
九
商
業
と
経
済
九
O 
所
得
税
並
に
牧
盆
税
に
於
て
は
所
得
が
課
税
せ
ら
る
h
の
み
な
ら
守
、
資
本
も
亦
課
税
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
大
企
業
に
於
て
管
業
税
冶
課
せ
ら
る
』
時
、
資
本
た
る
可
き
牧
盆
の
負
捻
と
な
る
こ
と
多
か
る
べ
く
、
小
企
業
に
於
け
る
脱
営
業
税
は
牧
盆
な
る
前
方
式
に
於
け
る
管
業
主
の
所
得
に
課
せ
ら
れ
る
。
資
本
と
所
得
と
の
中
間
放
怨
に
封
す
る
課
税
は
殊
に
牧
盆
税
に
於
て
存
す
る
所
に
し
て
、
濁
遜
に
於
て
は
既
に
久
し
く
牧
盆
税
そ
ば
所
得
税
に
融
合
せ
し
む
る
や
う
努
力
せ
ら
れ
来
っ
た
。
是
例
へ
ば
土
地
牧
盆
税
に
於
て
も
亦
現
は
る
』
所
に
し
て
、
井
、
六
千
応
克
以
下
の
地
主
に
封
し
て
は
所
得
税
が
免
除
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
租
税
の
獲
得
せ
ら
る
』
源
泉
は
所
得
と
資
本
で
あ
る
。
乍
然
、
前
述
す
る
所
に
依
り
て
明
か
な
る
が
如
く
、
現
行
組
税
制
度
は
或
は
一
の
租
税
の
中
に
所
得
に
課
せ
ら
る
h
部
分
と
資
本
に
課
せ
ら
る
h
部
分
と
交
錯
し
、
或
は
二
重
課
税
に
陥
入
る
も
の
が
あ
り
煩
雑
を
極
め
て
ゐ
る
。
時
貯
1
来
の
租
税
制
度
は
所
得
に
課
せ
ら
る
h
租
税
と
資
本
に
課
せ
ら
る
h
租
税
と
明
確
に
封
立
の
現
は
る
』
が
如
き
方
向
に
向
ふ
可
き
も
の
と
考
へ
る
。
資
本
に
封
す
る
課
税
は
此
慮
に
之
を
述
べ
歩
、
専
ら
所
得
課
税
、
特
に
所
得
消
費
に
封
す
る
課
税
を
考
察
し
ゃ
う
と
忠
ふ
。
第
二
章
租
稔
の
規
則
的
韓
嫁
と
不
規
則
的
特
嫁
租
税
に
於
け
る
所
得
の
賃
陰
部
分
と
資
本
の
負
捻
部
分
と
は
交
錯
し
て
共
分
別
明
確
な
ら
ざ
る
と
共
に
租
税
法
上
の
納
税
者
必
宇
し
も
事
賃
上
の
搭
税
者
で
な
い
と
云
ふ
事
に
因
り
て
租
税
は
更
に
複
雑
化
す
る
。
例
へ
ば
企
業
牧
盆
に
諜
せ
ら
る
』
租
税
は
非
、
生
産
品
の
位
絡
そ
引
上
せ
し
め
、
所
得
の
第
二
段
階
大
る
完
全
所
得
に
課
せ
ら
る
h
租
税
は
所
得
形
成
の
上
に
反
動
を
惹
起
し
、
所
得
引
上
へ
の
傾
向
を
辿
ら
し
め
る
。
就
中
、
所
得
使
用
に
課
せ
ら
る
』
今
日
の
消
設
課
税
、
寅
上
殺
の
如
、
き
は
流
通
過
程
に
於
て
限
り
無
き
影
響
を
及
一
ほ
し
て
ゐ
る
。
租
税
は
経
済
生
活
在
探
飢
(
印
円
。
お
ろ
す
る
の
作
用
を
及
除
す
も
の
で
あ
る
。
但
、
此
に
所
謂
舵
飢
と
云
ふ
は
経
済
的
生
活
力
守
破
壊
(
N
0
5
5
5ろ
す
る
意
義
に
於
い
て
撹
飢
と
云
ふ
の
で
は
な
い
。
五
日
人
の
日
常
生
活
に
於
て
も
吾
人
の
内
陸
を
非
、
平
安
よ
り
逐
ひ
出
し
、
均
衡
を
撹
飢
す
る
所
の
作
用
と
負
捻
と
が
存
し
、
乍
然
、
此
の
作
用
と
負
憶
と
が
病
的
に
作
用
せ
守
、
抵
抗
の
克
服
に
因
り
て
却
っ
て
内
躍
の
生
活
力
が
増
大
す
る
こ
と
を
見
る
。
租
税
の
作
用
に
於
て
も
亦
促
進
的
な
る
撹
飢
の
存
す
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
経
済
の
生
活
力
と
街
突
せ
ざ
る
撹
飢
作
用
の
中
に
総
べ
て
の
租
税
徴
牧
と
関
聯
し
て
生
守
る
需
要
排
列
の
受
化
ー
が
存
す
る
。
則
ち
租
税
が
徴
牧
せ
ら
る
』
と
き
は
所
得
の
一
部
が
取
去
ら
れ
て
根
本
的
に
需
要
が
幾
化
し
、
図
家
の
租
税
牧
入
よ
り
新
し
き
所
得
(
官
吏
所
得
、
恩
給
、
補
助
金
)
が
形
成
せ
ら
る
』
程
度
に
生
活
必
需
品
に
針
す
る
諒
要
の
披
張
と
な
り
て
現
は
る
』
場
合
で
あ
る
。
去
、
永
続
胴
的
に
同
一
商
品
が
昂
要
、
せ
ら
れ
生
産
せ
ら
る
h
静
的
状
態
を
叩
悩
殺
す
る
事
は
決
し
此
の
濡
要
の
排
列
愛
化
は
不
規
則
的
な
る
過
程
で
あ
る
が
向
経
演
を
妨
害
せ
ざ
る
渇
程
で
あ
る
。
て
経
済
生
活
の
精
神
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
寧
ろ
新
し
き
事
買
に
適
合
し
て
成
長
し
、
必
要
に
臆
じ
て
或
は
縮
少
し
、
或
は
披
挺
す
る
こ
と
が
活
動
力
あ
る
経
済
の
態
度
で
あ
る
。
従
っ
て
消
費
界
よ
り
生
歩
る
需
要
は
経
済
に
取
り
消
費
税
改
詑
論
の
一
考
仰
は
九
商
業
と
経
済
九
て
文
化
的
事
責
で
あ
り
、
此
の
需
要
の
排
列
は
或
は
緩
漫
に
或
は
迅
速
に
愛
化
す
る
。
斯
く
の
如
、
す
需
要
排
列
の
愛
化
を
ば
経
済
生
活
に
取
り
て
悲
観
す
べ
き
斑
飢
な
り
と
考
ふ
る
な
ら
ば
吾
人
の
内
館
生
活
が
常
に
遁
癒
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
夏
期
温
度
と
冬
期
温
度
と
の
継
続
的
愛
化
を
も
叉
同
様
に
悲
観
的
関
飢
と
稀
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
総
べ
て
の
有
機
的
生
活
は
常
に
新
な
る
傑
件
の
下
に
生
活
の
均
衡
を
後
見
す
る
こ
と
に
因
り
て
管
ま
れ
る。
租
税
徴
牧
と
伴
っ
て
生
ホ
ノ
る
需
要
の
排
列
後
化
は
経
済
が
不
健
全
な
る
者
修
消
費
に
服
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
の
作
用
を
及
除
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
其
撹
飢
的
作
用
は
只
一
時
的
な
る
に
過
ぎ
な
い
。
則
ち
務
経
生
活
に
於
て
従
来
と
異
な
れ
る
筒
所
に
新
し
き
租
税
負
捻
の
課
せ
ら
る
』
場
合
に
の
み
一
時
的
に
展
開
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
時
的
な
る
影
響
を
及
~
ほ
し
た
る
後
は
問
題
は
消
滅
す
る
。
此
虎
に
「
廷
税
は
良
税
に
し
て
、
新
税
は
怒
税
な
り
」
と
の
カ
ナ
i
ル
の
法
則
の
安
蛍
性
を
後
見
す
る
。
以
上
は
経
溌
的
生
活
力
を
破
壊
せ
ぎ
る
租
税
作
用
の
方
面
を
観
察
し
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
更
に
他
而
に
於
て
租
税
は
債
格
形
成
、
所
得
形
成
、
明
白
〈
本
形
成
な
る
流
通
過
程
に
封
し
経
演
の
生
活
力
を
破
壊
す
る
作
用
を
生
宇
る
。
是
、
経
潰
に
反
す
る
所
の
縛
嫁
過
程
の
及
除
す
作
用
で
あ
る
が
、
乍
然
、
斯
か
る
作
用
は
租
税
設
定
に
岱
り
て
防
止
せ
ら
れ
得
、
叉
防
止
せ
ら
れ
ざ
る
可
か
ら
ぎ
る
作
用
で
あ
る
。
新
か
る
作
用
を
及
阪
す
所
の
租
税
に
於
て
は
其
租
税
が
債
格
、
所
得
、
原
債
計
算
、
供
給
と
需
要
の
構
成
等
に
及
除
す
作
用
の
一
般
的
傾
向
は
之
を
考
へ
得
る
け
れ
共
、
事
資
上
如
何
な
る
作
用
が
行
は
る
h
ゃ
を
観
察
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。
図
民
経
済
は
大
な
る
仲
縮
性
在
有
し
、
日
記
が
震
に
多
く
の
租
税
作
用
が
躍
純
に
現
は
れ
ぎ
る
錦
、
想
像
せ
ら
れ
た
る
租
税
作
用
よ
り
し
て
、
資
際
上
何
が
現
は
る
』
や
は
深
測
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
此
庖
に
碍
嫁
の
主
な
る
現
象
を
一
瞥
し
ゃ
う
。
若
し
租
税
徴
牧
に
件
ふ
需
要
の
制
限
が
或
る
程
度
以
上
に
出
で
ざ
る
時
は
償
給
料
段
化
、
労
働
者
解
雇
、
営
業
休
止
と
云
ふ
が
加
き
現
象
は
現
は
れ
な
い
。
日
疋
等
債
松
縫
化
、
労
働
者
解
雇
、
営
業
休
止
の
現
象
は
抽
象
的
な
る
祖
税
作
用
論
に
於
て
自
然
科
率
的
な
る
考
察
方
法
を
採
る
場
合
に
於
て
の
み
考
へ
得
る
。
反
之
、
租
税
が
一
定
の
担
任
度
以
上
に
出
る
時
は
債
格
並
に
労
働
事
情
の
援
化
を
鷲
ら
し
、
租
税
作
用
は
経
済
生
活
の
笈
展
カ
の
上
に
及
ぶ
。
稀
な
る
場
合
に
於
て
は
租
税
は
技
術
的
進
歩
を
促
し
、
債
格
低
下
を
刺
戟
す
る
。
主
、
の
結
果
租
殺
の
芯
越
す
る
債
格
騰
貴
傾
向
も
消
滅
に
蹄
す
る
こ
と
が
あ
る
。
之
を
租
殺
の
「
取
一
民
し
」
(
出
ロ
『
O
}
S
m
)
と
呼
ぶ
。
経
済
生
活
の
総
べ
て
の
安
定
性
を
奪
ふ
所
の
斯
く
の
如
、
き
過
程
を
考
へ
る
時
は
此
の
過
程
と
併
設
す
る
租
税
特
嫁
も
亦
計
算
し
難
く
、
深
測
し
難
き
も
の
な
る
は
明
か
で
あ
る
。
持
嫁
-
は
猫
雨
雲
の
如
く
共
が
降
下
す
る
や
、
一
井
び
天
空
に
溶
解
す
る
や
、
或
は
若
干
の
貼
滴
を
残
し
て
遁
り
遇
、
ぐ
る
や
知
る
を
得
ざ
る
所
で
あ
る。
所
得
税
、
管
業
校
、
頁
上
税
に
於
い
て
想
定
せ
ら
れ
た
る
経
済
的
作
用
が
如
何
に
現
は
る
』
や
は
知
る
そ
得
な
い
。
想
定
せ
ら
れ
た
る
作
用
の
現
は
る
』
可
能
性
も
多
く
、
又
此
の
作
用
の
陪
害
も
少
な
く
な
い
。
特
に
資
本
、
営
業
牧
盆
、
並
に
所
得
に
針
す
る
課
税
に
関
聯
す
る
梓
嫁
過
程
に
於
て
不
明
確
が
存
在
す
る
。
斯
程
課
税
に
於
け
る
碍
嫁
は
琢
測
せ
ら
れ
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
特
嫁
後
生
の
傑
件
の
存
在
す
る
限
り
は
此
不
明
確
な
る
碍
嫁
を
防
止
す
る
こ
と
は
資
消
費
税
改
誼
論
の
一
考
終
グL
商
業
と
経
済
九
四
際
上
石
可
能
で
あ
る
。
此
庭
に
二
三
の
租
税
に
於
て
斯
か
る
時
嫁
過
程
を
考
察
し
ゃ
う
。
先
づ
寅
上
税
に
於
て
之
を
見
る
。
頁
上
税
は
商
品
の
消
費
者
迄
前
轄
す
る
傾
向
に
在
り
、
商
品
が
消
費
者
に
至
る
迄
の
総
べ
て
の
流
通
上
の
行
震
に
於
て
繰
返
し
徴
牧
せ
ら
る
h
も
の
な
る
が
故
に
、
商
品
の
債
格
は
碍
嫁
が
是
以
上
成
功
せ
ざ
る
高
さ
迄
引
上
け
ら
れ
る
こ
と
』
な
る
。
是
別
ち
或
る
流
通
段
階
に
於
て
租
税
の
全
部
又
は
一
部
が
管
業
牧
盆
の
負
援
に
腕
す
る
こ
と
を
訟
味
す
る
。
何
庖
に
於
て
、
叉
如
何
な
る
蒋
一
度
に
管
業
状
盆
の
負
換
に
師
す
る
や
は
議
測
す
る
を
詐
さ
れ
な
い
。
只
時
嫁
が
完
全
に
は
行
は
れ
ざ
る
や
う
作
用
す
る
も
の
は
租
税
に
因
る
債
格
騰
貴
の
程
度
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
叉
他
の
一
例
と
し
て
管
業
牧
盆
に
課
せ
ら
る
h
m
営
業
税
が
存
す
る
。
空事
業
投
が
偽
り
に
大
と
な
る
と
き
は
其
租
税
額
を
生
産
品
の
債
格
に
含
め
て
治
安
者
に
租
税
の
全
部
叉
は
一
部
在
韓
嫁
せ
ん
と
の
意
思
が
刺
戟
せ
ら
れ
る
。
此
の
縛
嫁
が
起
る
や
否
や
、
叉
如
何
な
る
程
度
に
起
る
や
は
判
断
を
詐
さ
な
い
。
合
つ
て
は
梓
嫁
せ
ぎ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
た
る
所
得
税
も
今
や
諜
測
し
難
き
碍
嫁
可
能
性
を
有
す
る
も
の
と
せ
ら
所
得
税
も
一
定
の
程
度
を
越
ゆ
る
時
は
所
得
引
上
の
努
力
守
生
む
に
至
る
。
他
の
方
法
を
以
て
賃
銀
引
上
を
要
求
し
、
租
税
を
管
業
資
本
又
は
M
営
業
牧
盆
に
後
縛
せ
し
め
、
負
捻
遁
主
と
感
宇
る
農
+
u
r
f
 
d
u
』
ー
さ
る
』
に
至
っ
た
。
持
働
者
は
罷
業
其
夫
は
関
税
攻
策
を
動
か
し
て
其
生
産
物
に
針
し
て
よ
り
高
ま
債
格
を
牧
得
せ
ん
と
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
労
働
者
、
良
夫
の
碍
嫁
が
成
功
す
る
時
は
図
民
経
湾
の
全
過
程
が
時
皮
革
を
受
け
て
、
新
し
き
均
衡
欣
態
を
生
宇
る
。
只
問
題
は
此
の
幾
革
を
避
け
た
方
が
良
か
ら
宇
や
で
あ
る
。
元
来
此
の
場
合
に
於
け
る
縛
嫁
は
租
税
法
の
希
望
す
る
所
で
な
く
、
叉
経
済
的
に
も
奨
励
せ
ら
れ
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
此
の
不
明
確
な
る
縛
嫁
の
深
き
根
源
を
観
察
す
る
と
き
は
其
誘
因
を
血
〈
へ
た
る
も
の
は
鈴
h
に
過
重
な
る
租
税
負
擦
で
あ
る
。
此
の
「
不
蛍
な
る
」
(
3
5
2
E
C
σ
円
2
2
)
轄
嫁
の
な
忠
は
租
税
負
擦
の
或
る
一
口
同
さ
に
達
し
た
時
始
め
て
愛
生
す
る
。
此
の
轄
嫁
は
元
来
存
在
す
る
を
誹
訂
さ
れ
ざ
る
も
の
な
る
が
故
に
不
規
別
で
あ
る
。
此
の
縛
嫁
に
秩
序
あ
り
一
目
瞭
然
た
る
過
程
を
期
す
る
所
の
人
は
宛
か
も
病
者
が
健
康
者
の
生
活
法
則
に
従
っ
て
行
動
す
る
こ
と
を
笠
む
に
等
し
い
。
き
れ
ば
斯
か
る
不
明
確
不
規
則
な
る
碍
嫁
過
程
は
租
税
負
捻
の
構
成
則
ち
偏
せ
る
租
税
負
擦
の
除
去
に
図
、
り
て
の
み
消
滅
す
る
。
き
れ
ば
自
然
科
事
的
考
察
方
法
に
従
っ
て
経
済
生
活
を
統
一
的
に
観
察
せ
ん
と
す
る
夫
の
軍
一
所
得
税
の
主
張
も
其
過
重
の
負
縫
に
因
り
て
不
規
則
、
不
明
舵
な
る
租
税
作
用
を
過
度
に
行
は
し
む
る
貼
に
重
大
な
る
快
貼
の
存
す
る
事
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
以
上
の
如
、
き
不
明
確
、
不
規
則
的
な
る
蒋
嫁
過
程
と
共
に
規
則
的
に
し
て
談
測
可
能
な
る
縛
嫁
過
程
が
存
す
る
。
是
斡
嫁
の
後
生
す
る
に
蛍
り
て
、
多
く
の
選
持
方
法
の
存
す
る
こ
と
無
く
、
規
則
的
な
る
唯
一
の
方
法
の
存
す
る
の
み
で
あ
り
、
租
税
政
策
上
並
に
経
済
政
策
上
、
其
愛
生
の
希
望
せ
ら
る
』
持
嫁
過
程
で
あ
る
。
而
し
て
不
明
階
、
不
規
則
な
る
斡
嫁
を
生
ぜ
し
む
る
が
如
き
租
税
に
於
て
負
擦
を
軽
減
せ
ん
が
鍔
に
、
規
則
的
に
し
て
諜
測
可
能
な
る
韓
嫁
を
生
ぜ
し
む
る
所
の
租
税
に
負
捻
冶
委
譲
す
る
可
能
性
が
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
新
く
の
如
く
規
則
的
に
し
て
縛
嫁
過
程
の
深
測
可
能
な
る
租
税
は
所
謂
消
費
税
で
あ
る
。
流
活
過
程
に
尚
ロ
聞
を
鷲
ら
す
所
の
生
産
者
が
租
税
を
支
抑
ふ
時
は
此
の
租
税
額
を
債
格
の
中
に
含
め
て
商
品
の
消
費
税
改
詑
仇
酬
の
一
考
終
九
五
商
業
と
経
済
九
六
買
主
に
負
指
せ
し
め
得
、
又
負
携
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
斯
く
し
て
消
費
者
が
捻
税
者
と
な
る
が
如
、
ぎ
方
法
に
て
治
費
が
課
税
せ
ら
る
』
時
は
商
品
の
債
格
騰
貴
は
明
白
で
あ
り
、
蛍
然
の
結
論
で
あ
る
。
若
し
新
種
租
税
が
縛
嫁
せ
ら
れ
ぎ
る
時
は
負
搭
は
管
業
の
上
に
止
ま
り
、
共
丈
経
済
の
抱
飢
と
な
る
。
此
の
如
、
品
川
、
時
嫁
は
徴
税
者
の
怠
思
に
存
す
る
所
に
し
て
科
接
的
研
究
に
封
し
一
の
問
題
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
此
の
問
題
は
前
述
不
明
確
、
不
規
則
な
る
縛
嫁
過
程
と
は
異
に
し
て
其
研
究
可
能
で
あ
り
、
解
決
困
難
な
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
消
費
税
は
所
得
の
第
三
段
階
に
於
て
所
得
に
課
せ
ら
る
』
も
の
で
あ
る
。
斯
税
は
所
得
の
消
費
を
前
提
と
す
る
も
、
乍
然
、
消
費
行
鴛
に
は
直
接
関
聯
す
る
の
で
は
な
い
。
斯
税
は
寧
ろ
商
品
に
関
聯
す
る
。
斯
税
は
商
品
の
債
絡
に
於
け
る
債
格
要
素
と
し
て
債
格
の
中
に
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
若
し
商
品
が
長
後
の
消
費
者
に
版
頁
せ
ら
る
』
瞬
聞
に
租
税
の
賦
課
を
生
守
る
と
す
れ
ば
商
人
が
買
主
に
封
し
て
「
砂
糖
十
斤
の
使
絡
は
三
岡
に
し
て
、
三
十
銭
の
租
税
を
加
へ
て
代
償
三
図
三
十
銭
」
を
要
求
す
る
が
如
き
方
式
に
て
新
税
は
徴
牧
せ
ら
る
h
で
あ
ら
う
。
而
し
て
商
人
が
斯
く
計
算
せ
ら
れ
徴
牧
せ
ら
れ
た
る
租
税
を
徴
税
官
廊
に
納
付
す
る
な
ら
ば
此
彪
に
消
費
が
課
税
せ
ら
れ
、
流
通
過
程
は
侵
害
せ
ら
る
h
こ
と
が
な
い
。
然
る
に
今
日
の
消
費
課
税
は
斯
く
の
如
ま
摩
擦
な
き
方
式
に
於
て
行
は
れ
宇
し
て
、
今
命
往
古
の
消
費
税
(KMZZ〉
と
同
一
技
術
に
て
行
は
れ
て
ゐ
る
。
一
六
八
五
年
ク
リ
ス
チ
ア
ノ
ト
イ
ト
フ
ヰ
ロ
は
「
消
費
税
に
於
て
後
見
せ
ら
れ
た
る
金
穴
」
な
る
著
者
を
公
に
し
、
本
書
に
於
て
彼
は
消
費
税
を
以
て
謂
は
え
気
付
か
れ
ぎ
る
縞
盗
」
と
な
し
、
徴
護
に
因
る
奪
取
よ
り
も
著
し
く
大
な
る
牧
入
を
皐
ぐ
る
を
得
た
る
こ
と
を
遁
ぺ
て
ゐ
る
と
云
ふ
。
中
世
紀
の
末
期
専
制
攻
治
の
時
代
に
入
り
て
貨
常
叉
貨
僚
を
要
求
す
る
の
必
要
に
泊
ら
る
』
や
、
古
き
消
費
税
技
術
も
亦
飴
か
に
存
在
理
由
を
有
し
た
。
蓋
、
園
民
は
納
税
に
封
し
て
反
抗
し
脱
税
の
多
く
行
は
れ
し
が
故
に
、
直
接
的
方
法
に
て
所
得
に
課
税
す
る
よ
り
も
、
気
付
か
れ
や
J
し
て
而
も
脆
か
る
可
か
ら
ざ
る
方
法
則
ち
債
格
を
以
て
所
得
に
接
近
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
乍
然
、
現
今
に
於
て
は
事
態
は
愛
化
し
た
。
所
得
を
獲
得
す
る
人
は
其
所
得
が
直
接
に
而
し
て
経
常
的
に
課
税
せ
ら
れ
て
図
家
牧
入
と
な
る
こ
と
を
容
認
す
る
。
従
っ
て
租
税
制
度
に
於
て
も
専
制
時
代
と
異
な
る
新
し
き
も
の
を
創
造
す
べ
き
で
あ
る
。
然
る
に
古
き
消
費
税
技
術
は
今
日
に
至
る
迄
殆
ん
ど
進
化
す
る
こ
と
無
く
、
一
程
の
進
化
と
し
て
指
摘
せ
ら
る
h
を
常
と
す
る
所
の
流
通
税
よ
り
生
産
税
へ
の
推
移
も
経
済
的
作
用
な
る
見
地
よ
り
見
れ
ば
唯
一
歩
と
云
は
ん
よ
り
は
寧
ろ
縫
か
に
消
極
的
幾
化
と
稽
す
る
を
遁
岱
と
考
へ
る
。
若
し
所
得
に
長
捻
在
課
す
る
こ
と
が
吾
々
の
要
求
す
る
所
で
あ
る
と
す
れ
ば
川
租
税
を
負
援
す
可
き
所
得
牧
得
者
に
取
り
で
は
直
接
に
税
額
を
査
定
せ
ら
る
』
や
、
又
は
債
格
に
含
め
て
無
意
識
的
に
租
税
を
支
抑
ふ
や
は
経
済
的
に
は
何
等
差
別
無
き
所
で
あ
る
。
乍
併
、
債
絡
に
合
め
て
租
殺
を
支
抑
ふ
場
合
に
於
て
は
租
税
に
因
り
て
騰
貴
し
た
る
債
格
が
流
通
過
程
に
依
り
て
皮
く
汎
く
負
捻
せ
ら
れ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
限
り
に
於
て
経
溌
生
活
は
打
撃
を
受
く
る
こ
と
と
な
る
。
別
ち
生
産
税
に
於
て
は
製
造
者
が
之
を
官
版
に
納
付
し
、
製
造
者
よ
り
買
入
を
怨
す
所
の
卸
商
は
債
絡
の
中
に
て
租
税
負
捻
の
賠
償
を
匁
し
、
此
の
卸
商
よ
り
商
品
を
買
入
る
』
小
頁
尚
も
租
税
負
捻
を
卸
商
に
補
還
し
、
消
費
税
改
泣
論
の
一
考
終
九
七
商
業
と
経
部
九
A 
斯
く
の
如
く
し
て
事
賃
上
消
費
者
が
租
税
を
負
捻
す
る
ニ
と
』
な
る
。
是
等
の
過
程
を
金
融
な
る
見
地
よ
り
見
れ
ば
卸
商
の
買
入
資
本
並
に
小
頁
商
の
買
入
資
本
の
中
に
は
各
々
租
税
額
を
包
含
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
消
費
税
徴
牧
が
消
費
の
鍔
の
最
後
の
頁
買
よ
り
遠
ざ
か
れ
ば
遠
ざ
か
る
程
、
而
し
て
頁
買
の
段
階
が
製
活
よ
り
消
費
に
至
る
距
離
を
大
と
す
る
に
従
ひ
、
租
税
上
の
目
的
(
前
挽
)
の
先
に
使
用
せ
ら
る
』
死
亡
資
本
は
大
と
な
る
。
伊j
へ
ば
商
品
使
絡
の
中
に
一
千
困
の
生
産
税
を
包
含
す
る
も
の
と
し
、
此
の
商
品
が
三
つ
の
頁
買
段
階
を
通
過
す
る
も
の
と
す
れ
ば
此
の
租
税
の
震
に
図
民
経
済
の
資
本
よ
り
三
千
困
が
安
来
せ
ら
る
』
こ
と
』
な
る
。
き
れ
ば
消
費
税
の
賦
課
は
租
税
額
の
高
さ
丈
の
資
本
の
負
擦
を
意
味
す
る
に
止
ま
ら
守
、
貰
買
段
階
の
数
に
従
っ
て
数
倍
の
資
本
の
負
携
を
意
味
す
る
こ
と
h
な
る
。
消
費
税
を
泉
積
す
る
程
の
租
税
負
拾
を
生
中
J
る
頁
上
税
に
於
て
は
此
の
資
本
負
擦
過
程
は
亦
買
に
重
品
目
的
に
増
大
す
る
。
斯
か
る
資
本
負
拾
の
弊
害
を
除
去
せ
ん
が
鍔
に
は
最
後
の
消
設
者
に
依
り
て
支
抑
は
る
』
所
の
債
格
の
み
が
租
税
と
按
備
す
る
や
う
租
設
を
構
成
す
る
に
在
る
。
以
上
の
如
き
資
本
の
果
積
的
負
擦
は
経
滅
的
の
特
有
な
る
損
害
を
一
不
す
も
の
に
し
て
、
今
日
総
べ
て
の
消
費
税
並
に
頁
上
税
に
於
て
必
守
生
ム
グ
る
所
の
も
の
で
あ
る
。
需
要
の
排
列
愛
化
や
租
税
取
戻
し
の
作
用
が
反
経
液
的
な
る
も
の
で
は
な
い
。
反
経
済
的
な
る
は
所
得
消
費
に
封
し
て
課
せ
ら
る
h
租
税
金
額
が
各
頁
買
段
階
に
於
け
る
債
格
の
要
素
と
な
り
其
丈
資
本
の
増
大
を
必
要
と
す
る
こ
と
是
で
あ
る
。
特
に
貰
上
積
を
観
察
す
る
時
は
E
額
の
資
本
負
捻
を
生
じ
非
、
損
害
は
計
ふ
り
知
る
を
得
な
い
。
頁
上
税
に
於
て
は
資
本
負
捻
の
損
害
あ
る
に
止
ま
ら
宇
更
に
韓
嫁
過
程
の
不
明
確
が
加
は
る
。
斯
税
に
於
て
は
租
税
額
の
全
部
は
必
宇
し
も
正
規
的
に
債
絡
に
含
ま
れ
て
碍
嫁
せ
ら
れ
ホ
ノ
し
て
一
部
は
管
業
の
上
に
止
ま
り
て
其
負
擦
と
な
る
。
換
言
す
れ
ば
頁
上
積
は
消
費
課
税
の
性
質
を
有
す
る
の
み
な
ら
宇
、
不
規
則
な
る
作
用
に
導
く
所
の
租
税
た
る
一
面
を
有
す
る
。
若
し
新
か
る
経
済
上
の
作
用
が
底
除
せ
ら
る
可
き
も
の
と
す
れ
ば
斯
か
る
租
税
は
之
を
全
出
脱
す
る
か
、
然
ら
‘
ざ
れ
ば
完
全
に
改
造
せ
ら
る
可
き
で
あ
る
。
現
存
す
る
財
政
一
市
安
を
考
へ
る
と
き
は
一
の
租
税
の
全
皮
は
必
然
他
の
租
殺
を
以
て
補
は
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
消
費
課
税
に
因
り
て
生
守
る
右
の
事
情
を
知
る
時
は
所
得
消
費
に
封
す
る
租
税
の
改
定
に
岡
山
ひ
を
致
さ
ゾ
る
を
日
一
す
ヤ
晶
、
1
0
ノ
ィ
，
-
Y
B
M
且
叉
、
現
行
の
如
き
消
費
課
税
は
特
色
あ
る
手
段
を
以
て
経
済
道
徳
に
背
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
葦
、
図
家
は
其
権
力
を
利
用
し
て
罪
、
所
得
を
・
課
税
せ
ん
と
欲
す
る
本
来
の
消
費
者
に
岡
家
自
ら
は
接
鰯
せ
宇
し
て
、
図
家
が
容
日
勿
に
課
税
し
得
る
生
産
者
に
近
づ
き
消
費
者
に
租
殺
を
負
搭
せ
し
む
る
の
手
数
と
煩
雑
と
を
生
産
者
に
荷
は
し
む
る
も
の
な
る
が
故
で
あ
る
。
第
三
章
間
接
消
費
税
よ
り
直
接
消
費
税
へ
の
援
展
消
費
税
、
民
上
税
に
因
る
消
費
課
税
の
特
性
は
其
間
接
性
に
在
る
。
此
の
間
接
性
は
租
税
を
負
捻
す
可
き
本
来
の
租
税
義
務
者
に
封
し
て
直
接
に
租
税
納
付
な
る
負
捻
を
課
せ
宇
し
て
、
消
費
行
匁
に
至
る
迄
の
流
通
過
程
の
範
囲
に
消
費
税
改
詮
論
の
一
考
察
九
九
商
業
と
経
済
一O
O
在
る
一
段
階
に
封
し
課
税
す
る
こ
と
に
於
て
現
は
れ
て
ゐ
る
。
此
の
課
税
の
間
接
性
は
叉
非
個
人
的
性
質
守
合
む
。
何
と
な
れ
ば
経
告
に
於
け
る
設
用
の
一
部
と
し
て
租
税
が
意
識
的
に
支
抑
は
れ
、
此
の
租
税
額
は
債
格
に
含
ま
れ
て
抱
財
務
者
た
る
べ
し
と
考
へ
ら
れ
た
る
所
得
消
費
者
に
依
り
て
全
く
無
意
識
的
に
補
償
せ
ら
れ
、
所
得
消
費
者
は
従
つ
て
租
税
納
付
な
る
公
の
行
鍔
よ
り
除
外
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
図
民
が
納
税
に
図
熟
せ
ざ
る
経
済
的
未
設
淫
の
時
代
に
在
り
て
陛
史
上
哲
く
は
正
蛍
と
見
え
た
る
此
の
課
税
方
法
も
経
済
に
取
り
て
資
本
昼
時
な
る
損
害
を
結
果
す
る
も
の
な
る
が
故
に
此
の
課
税
方
法
に
満
足
す
る
を
得
な
い
。
新
な
る
消
去
課
税
方
法
の
特
質
は
其
が
所
得
消
費
者
に
依
り
て
、
直
接
に
而
し
て
個
人
的
に
徴
税
官
廓
に
支
抑
は
る
』
こ
と
に
在
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
直
接
に
し
て
個
人
的
な
る
消
費
課
税
は
如
何
に
し
て
可
能
な
り
や
。
其
方
法
は
只
一
あ
る
の
み
。
ワ
ヰ
ル
ナ
ン
の
新
に
提
唱
す
る
租
税
印
紙
に
依
る
直
接
消
費
税
制
度
則
是
で
あ
る
。
以
下
同
氏
の
提
唱
を
紹
介
す
る
。
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「
消
費
者
は
常
に
印
紙
在
買
入
れ
泣
き
商
品
の
買
入
に
ゆ
旧
り
で
は
買
入
促
格
と
共
に
一
定
の
租
税
印
紙
を
商
品
の
頁
主
に
渡
す
の
で
あ
る
。
印
紙
在
受
取
り
た
る
商
人
は
之
冶
徴
税
官
廊
に
提
供
し
て
印
紙
は
消
印
破
段
せ
ら
れ
る
。
日
記
宛
か
も
各
種
劇
場
に
於
け
る
入
場
券
に
於
け
る
が
如
く
で
あ
る
。
斯
く
の
如
き
方
法
に
て
租
税
給
付
が
総
べ
て
の
消
費
行
鍔
に
取
り
入
れ
ら
る
h
も
の
と
す
れ
ば
商
人
の
活
動
は
疑
も
無
く
煩
雑
な
る
負
捻
を
受
く
る
も
の
L
如
く
で
あ
る
が
、
今
日
消
費
税
や
買
上
税
の
鷲
ら
す
所
の
資
拾
に
比
す
れ
ば
憶
か
に
忍
び
得
る
所
で
あ
る
。
新
く
の
如
き
取
扱
方
法
は
戦
時
中
に
於
け
る
パ
ン
、
内
等
に
針
す
る
切
符
制
度
に
於
て
既
に
行
は
れ
た
る
所
で
あ
り
、
消
費
組
合
の
販
資
制
度
に
も
切
符
申
告
用
ふ
る
も
の
が
あ
り
、
割
引
販
頁
の
揚
合
に
於
け
る
割
引
券
等
も
類
似
の
も
の
た
る
べ
く
、
是
等
を
併
せ
考
ふ
る
時
は
印
紙
取
引
も
遁
蛍
な
る
熟
練
に
従
っ
て
賓
施
可
能
な
る
制
度
で
あ
る
と
考
へ
る
。
此
の
課
税
方
式
に
於
て
は
総
べ
て
の
商
品
の
買
入
が
租
税
印
紙
な
・
る
公
課
を
件
ひ
、
其
公
課
は
個
人
的
に
而
し
て
意
識
的
に
所
得
を
消
費
す
る
人
に
依
り
て
支
抑
は
れ
る
。
此
の
個
人
化
せ
ら
れ
た
る
消
費
課
税
に
於
て
は
負
援
会
正
の
要
求
に
合
致
す
る
方
法
に
て
税
率
を
分
化
し
得
る
可
能
性
の
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
此
の
課
税
に
於
け
る
税
率
は
人
類
の
生
活
需
要
に
針
す
る
各
商
品
の
重
要
性
な
る
見
地
よ
り
し
て
段
階
を
設
け
得
る
も
の
な
る
が
故
で
あ
る
。
向
日
間
の
側
に
於
て
生
活
必
需
的
性
質
を
有
す
る
も
の
と
然
ら
ざ
る
も
の
と
を
匝
別
す
沿
こ
と
に
図
り
て
、
換
言
す
れ
ば
所
得
税
と
は
異
な
る
方
法
に
因
り
て
、
家
族
朕
態
や
子
供
の
数
を
考
慮
し
得
る
こ
と
と
な
る
。
斯
く
し
て
直
接
的
消
費
課
税
の
完
成
の
匁
に
は
個
々
の
向
品
に
針
し
其
需
要
緊
急
性
の
程
皮
に
従
っ
て
差
別
あ
る
税
率
を
定
む
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
所
得
を
其
消
費
の
方
面
よ
り
考
慮
す
る
時
は
所
得
は
経
清
的
重
要
皮
の
種
々
な
る
居
よ
り
成
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
共
中
心
を
形
成
す
る
も
の
は
絶
封
的
生
活
必
市
品
に
し
て
、
此
の
中
心
の
周
囲
に
は
・
次
第
に
低
減
す
る
緊
急
性
を
有
す
る
商
品
居
が
慌
た
は
る
。
か
く
し
て
所
得
泊
設
の
一
一
踏
を
形
成
す
る
。
此
の
中
心
並
に
中
心
を
消
費
税
改
詑
論
の
一
考
察
O 
商
業
と
経
湾
O 
園
む
商
品
居
は
一
定
の
も
の
に
非
守
し
て
、
一
一
躍
の
所
得
に
依
り
て
生
活
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
人
の
教
に
伶
ひ
て
愛
化
を
生
・
?
る
翠
で
あ
る
。
乍
然
、
商
品
の
性
質
則
ち
其
が
中
心
需
要
に
局
す
る
や
仲
縮
性
あ
る
需
要
に
開
局
す
る
や
は
す
可
き
が
故
に
此
二
種
の
粉
の
買
入
に
課
せ
ら
る
h
税
率
は
差
等
、
申
告
設
け
ら
る
可
き
で
あ
る
。
さ
れ
ば
パ
シ
に
焼
か
る
可
き
粉
は
賛
浮
な
る
菓
子
製
造
に
用
ひ
ら
る
λ
粉
よ
り
も
高
き
需
要
度
を
有
斯
く
考
ふ
る
時
総
確
定
す
る
。
べ
て
の
商
品
の
性
質
に
基
く
区
別
は
著
し
く
煩
維
の
如
く
で
あ
る
が
、
消
費
課
税
は
原
料
品
に
封
し
て
行
は
る
可
き
で
な
く
、
専
ら
消
費
に
供
せ
ら
る
L
最
終
生
産
品
に
封
し
て
行
は
る
ゐ
も
の
な
る
が
故
に
商
品
の
性
質
に
従
ふ
税
率
の
精
密
な
る
段
階
付
け
も
事
賃
上
克
服
し
難
き
程
の
困
難
を
提
供
す
る
も
の
で
は
な
い
。
日
常
食
糧
、
衣
服
、
住
宅
等
の
中
心
居
に
属
す
る
も
の
は
最
低
の
税
卒
を
課
し
、
商
品
が
此
の
中
心
居
を
遠
ざ
か
る
こ
と
大
な
る
に
従
ひ
吹
第
に
税
率
を
一
品
む
る
こ
と
』
な
る
。
勿
論
若
干
の
商
品
に
針
し
て
は
明
治
活
率
を
課
す
る
も
可
で
あ
る
。
例
へ
ば
住
居
の
震
の
支
出
、
自
動
車
買
入
の
如
き
は
明
治
迩
的
消
去
課
税
を
行
ひ
得
る
。
斯
く
の
如
ま
方
法
に
て
所
得
消
費
が
課
税
せ
ら
る
』
時
は
課
税
の
公
正
の
到
達
せ
ら
る
』
こ
と
敢
て
所
得
税
に
、
遜
色
無
き
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。
以
上
の
如
き
所
得
消
費
に
針
す
る
課
税
は
所
得
税
と
併
立
し
て
宜
施
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
則
ち
、
賦
課
的
な
る
所
得
税
は
所
得
の
一
一
躍
に
課
税
し
、
定
率
的
な
る
所
得
課
税
は
消
設
の
種
類
を
考
慮
し
て
、
消
費
行
鍔
に
課
税
せ
ら
る
L
こ
と
と
な
る
。
此
の
二
つ
の
所
得
課
枚
方
式
は
相
互
に
補
完
す
る
も
の
に
し
て
、
異
な
れ
る
方
法
に
て
同
一
目
的
を
法
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
aO
賦
課
的
な
る
所
得
税
は
今
や
完
成
せ
ら
れ
、
其
護
法
の
極
致
に
達
し
た
る
も
所
得
税
は
従
来
の
方
式
に
於
て
は
共
税
率
と
牧
入
と
が
土
井
せ
ざ
る
こ
と
を
要
し
、
若
し
其
税
率
と
牧
入
と
を
上
井
せ
し
め
ん
と
す
る
時
は
深
測
す
可
か
ら
ざ
る
不
規
則
的
韓
嫁
を
促
す
結
果
と
な
る
で
あ
ら
う
。
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
此
に
於
て
賦
課
的
所
得
税
と
は
根
本
よ
り
異
な
れ
る
所
得
課
税
方
式
に
依
る
補
充
を
必
要
と
す
る
。
此
補
充
は
直
接
的
消
費
課
税
方
式
の
完
成
に
因
り
て
の
み
資
現
す
る
で
あ
ら
う
。
」
以
上
は
ク
ヰ
ル
ク
ン
の
提
唱
す
る
直
接
消
費
課
税
制
度
の
大
要
で
あ
る
。
先
づ
其
長
所
を
伺
は
ん
に
此
の
制
度
に
依
る
時
は
商
品
目
具
入
前
に
租
殺
が
徴
牧
せ
ら
る
』
こ
と
と
な
る
が
故
に
図
家
の
牧
入
獲
得
は
隆
宣
た
る
の
み
な
ら
歩
、
事
賃
上
貰
却
せ
ら
る
』
商
品
、
が
租
税
給
付
を
惹
起
す
る
と
云
ふ
有
力
な
る
長
所
を
有
す
る
。
現
行
消
費
税
に
於
て
は
製
造
せ
ら
る
?
商
品
は
販
資
せ
ら
る
h
と
否
と
を
問
は
歩
総
べ
て
課
税
せ
ら
る
h
こ
と
が
一
快
陥
で
あ
る
。
従
っ
て
現
今
の
消
投
税
下
に
於
て
は
商
品
の
輸
出
に
際
し
て
は
租
税
排
反
し
の
必
要
も
生
守
る
。
直
接
消
費
税
制
度
に
依
る
時
は
外
図
貿
易
に
及
除
す
影
響
も
少
く
な
い
で
あ
ら
う
。
夏
に
此
の
制
度
に
依
る
時
は
租
税
に
因
り
て
賢
治
せ
ら
れ
ざ
る
物
債
水
準
が
現
は
る
』
こ
と
と
な
る
。
、
準
は
消
設
税
よ
り
も
頁
上
税
に
因
り
て
よ
り
多
く
賢
造
せ
ら
れ
る
。
物
債
水
一
民
上
税
は
今
日
濁
逸
の
租
税
制
度
に
於
て
最
大
の
弊
害
を
資
ら
し
つ
』
あ
る
租
税
で
あ
る
。
溺
迩
に
於
て
は
頁
上
税
の
底
止
を
伴
は
ぎ
る
税
制
改
革
は
根
本
的
な
る
も
の
と
稀
す
る
を
得
な
い
。
此
の
牧
入
品
も
大
に
し
て
同
時
に
最
も
有
害
な
る
寅
上
税
を
其
牧
入
を
失
ふ
こ
と
無
く
し
て
底
止
す
る
の
可
能
性
は
直
接
的
、
個
人
的
な
る
消
費
課
税
の
方
式
に
依
る
以
外
に
は
考
へ
得
ざ
る
所
で
消
費
税
改
建
論
の
一
考
祭
一O
一ニ
商
業
と
経
済
一O
四
あ
る
。直
接
的
消
費
課
税
制
度
は
従
来
の
消
究
税
制
度
の
根
本
的
改
造
で
あ
る
。
租
税
の
無
意
識
的
負
傍
よ
り
意
識
的
責
措
へ
の
凶
変
革
で
あ
る
。
消
費
課
税
の
無
意
識
的
責
捻
は
図
民
的
後
遠
の
末
、
に
幼
稚
な
る
時
代
に
於
て
は
慌
に
戦
術
的
課
税
方
法
と
し
て
是
認
せ
ら
れ
得
る
。
図
民
的
意
識
の
畿
一
連
し
来
れ
る
現
代
に
於
て
は
租
税
支
抑
も
意
識
的
方
向
に
後
展
せ
し
め
、
反
経
済
的
な
る
作
用
よ
り
充
か
る
可
、
き
で
あ
る
。
此
が
匁
に
は
消
費
税
を
全
く
放
逐
し
去
り
て
賦
課
的
な
る
所
得
税
の
み
を
以
て
所
得
課
税
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
乍
然
、
二
個
の
相
反
す
る
カ
の
方
向
の
存
し
、
其
一
方
は
罪
害
相
重
り
て
、
今
や
共
職
能
を
果
さ
ゾ
る
に
至
れ
る
時
、
此
の
一
方
を
ば
腹
絶
し
全
腔
の
働
、
ぎ
を
他
の
一
方
に
集
中
せ
し
む
る
こ
と
に
依
り
て
理
想
は
淫
せ
ら
れ
守
し
て
、
滅
亡
し
つ
h
あ
る
一
方
を
改
造
し
、
新
し
き
生
活
の
震
に
振
作
す
る
こ
と
に
依
り
て
法
せ
ら
れ
る
も
の
と
考
へ
る
。
害
悪
あ
る
一
方
を
底
止
せ
?
し
て
之
を
新
創
造
と
忠
は
る
』
程
正
し
き
も
の
に
時
比
率
構
成
す
る
こ
と
は
生
活
の
宜
際
に
安
蛍
す
る
も
の
で
あ
る
。
自
然
科
墜
的
見
方
に
従
っ
て
軍
一
的
に
課
税
し
て
目
的
を
遼
せ
ん
と
す
る
は
生
活
に
針
し
て
空
想
で
あ
る
。
さ
れ
ば
所
得
を
課
税
す
る
に
一
度
は
所
得
の
全
躍
に
、
一
皮
は
消
費
に
現
は
る
』
所
得
部
分
に
針
し
て
之
を
行
ひ
、
怠
識
的
に
二
重
の
課
税
を
行
ふ
こ
と
は
意
義
深
ま
こ
と
込
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
る
困
難
が
存
す
る
。
吾
人
は
直
接
消
費
税
の
中
に
現
行
消
費
税
の
合
理
的
再
後
展
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
氏
の
提
唱
に
従
へ
ば
生
活
必
需
の
程
度
に
従
っ
て
総
べ
て
の
商
品
を
分
類
し
税
率
に
差
等
を
只
井
、
貴
現
性
に
大
な
設
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
氏
も
漣
ぶ
る
が
如
く
、
例
へ
ば
同
じ
く
設
終
生
産
品
と
て
も
パ
ン
粉
と
其
他
の
粉
と
の
間
に
は
税
率
に
差
遣
を
設
け
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
可
く
、
叉
同
じ
く
パ
ン
粉
と
て
も
自
家
用
消
費
の
鍔
の
購
入
と
原
料
と
し
て
の
購
入
と
を
区
別
す
る
の
必
要
生
宇
ペ
く
、
日
記
果
し
て
賓
際
上
可
能
で
あ
る
か
。
総
べ
て
の
商
品
を
網
羅
せ
る
税
率
去
の
作
成
の
如
き
著
し
く
困
難
た
る
の
み
な
ら
守
、
新
に
市
場
に
鷲
ら
せ
ら
れ
に
る
消
費
品
に
封
し
て
迅
速
に
税
率
を
定
む
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。
斯
く
の
如
、
き
税
率
表
の
作
成
、
税
率
・
の
設
定
可
能
な
り
と
す
る
も
商
品
買
入
の
鍔
に
一
々
兵
な
れ
る
印
紙
を
必
要
と
す
る
消
費
者
の
日
常
生
活
は
到
底
煩
に
搭
へ
な
い
で
あ
ら
う
。
反
経
済
的
な
る
縛
嫁
過
程
を
排
除
し
、
而
か
も
依
然
た
る
租
税
牧
入
を
保
持
せ
ん
が
鍔
に
は
間
接
消
費
税
よ
り
直
接
消
費
税
へ
の
推
移
が
必
然
の
論
結
で
あ
る
。
ワ
ヰ
ル
ナ
ン
の
提
唱
は
槌
か
に
消
費
税
の
論
理
的
目
擦
を
示
し
、
奥
味
あ
る
暗
示
を
胤
(
ふ
る
も
の
た
る
を
失
は
な
い
が
、
其
賢
施
に
は
向
・
末
、
た
係
程
の
困
難
が
存
す
る
と
見
ね
ば
な
ら
な
。
消
費
税
改
叫
結
論
の
一
考
終
一O
五
